
瀬戸臨海実験所年報，第10巻， 1997 

田辺湾周辺海域の腔腸動物

軟水母目(刺胞動物門，ヒドロ虫綱)

久保田信

Faunal list of Coelenterata collected from Tanabe Bay and its vicinities. 

Order Leptomedusae (Phylum Cnidaria， Class Hydrozoa) 

SHIN KUBOTA 

田辺湾周辺海域から記録されたヒドロ虫

綱，軟水母目の全種(Hiro，1939; Komai & 

lkari， 1929; Utinomi & Harada， 1958;久保

田， 1988; Kubota， 1991， 1995a;時岡， 1982;山

田， 1984;Yamazi， 1958;山路， 1966による)に

ついて，学名のアルファペット順に挙げた。

軟水母自のクラゲの特徴は，放射管上に生殖

巣を形成する点および傘の周辺に平衡器をも

っ点、にある。平衡器は平衡胞の場合(例:オ

ワンクラゲ，オペリア属など)と，例は少ない

がヤワラクラゲなどのように平衡梶の場合が

ある。口が丸いものはなく，口唇を必ず形成

するが，口唇付近に触手はない。種によって

は，傘縁に糸状体を備えたり(例:マキヒゲ

クラゲ，コモチクラゲ，コノハクラゲ)，触手

痛の内側に眼点をもっ(例: ヤワラクラゲ，

クロメクラゲ)。

軟水母目の各種のクラゲが，どのようなポ

リプからどのように遊離するのかはまだ充分

には解明されていないが，既知のポリプは，

よく発達した囲皮をもち，ヒドロ花を収容で

きるヒドロ爽や生殖体を包む種特異的な生殖

田辺湾周辺海域の軟水母目(有鞘目)リスト

クラゲ

爽を形成することなどから有鞘目 Thecata

としても取り扱われている。ただし，カイヤ

ドリヒドラクラゲなどのように，例外的にヒ

ドロ爽や生殖爽がみられないものもある。一

方，ヒドロ爽に蓋を備えるものもある(例:

チガイウミスギ，サガミウミシパ，スズウミ

シノ寸)。この目のポリプは，よく発達した囲皮

をもつことと関連して，生殖体は子嚢となっ

てクラゲ世代のみられない種も多い(例: シ

ロガヤ，ヒゲガヤ，チガイウミスギ，サガミ

ウミシノペスズウ ミシノて)。

ある種のクラゲとポリプが同一海域に生息

するとは限らないので，以下のリストでは，

ベントスであるポリプとプラ ンクトンである

クラゲのそれぞれの発育段階ごとに記した。

本リストでは，かつて新種，新亜種，あるい

は既知種として記載されたものの，その後シ

ノニムとされたものを[ 1中に並記し，そ

の際の主な参考文献も挙げた。また，和名が

あればそれを付した。クラゲの和名は久保田

(1997)に，ポリプの和名は Hirohito(1995)に

従った。

Aequorea coerulescens (Brandt， 1838) オワンクラゲ

Cirrholovenia tetranema Kramp， 1959 マキヒゲクラゲ

[Eugymnanthea minuta Uchida， 1964J (Kubota， 1995a， b参照)
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Clytia languida (A. Agassiz， 1862) フサウミコップ

[ぽC仁.ed伽uω仰J辺ardω旨'si(別Nu凶t抗ti同n暗g，1901); Phi，ωαali，幼dゐ1

1978; An此l此ts釦ulev吋ich，1987参照)

Eirene hexanemalis (Goette， 1886) マツバクラゲ

[/rene hexanemalis (Goette， 1886); lrenopsis hexanemali's Goette， 1886J 

Euchei・lotaρaradoxicaMayer， 1900 コモチクラゲ

Eutima ja，ρonica Uchida， 1925 コノハクラゲ (=カイヤドリヒドラ.カールクラゲ)

[Ostreohydra japonica Yamada， 1950; Eugymnanthea ja，ρonica (Yamada， 1950); Eugym-

nanthea cirrhijera Kakinuma， 1964; Eutima cirrhijera (Kakinuma， 1964); Eucheilota 

intermedia Kubota， 1984J (Kubota， 1992a参照)

Laodicea undulata (Forbes and Goodsir， 1853) ヤワラクラゲ

Obelia sp. 1 オペリア属の一種

Obelia sp. 2 オベリア属の一種

Sugiura chenghanense (Ling， 1937) ヤクチクラゲ

[Gastroblasta chenghanensis Ling， 1937J (Bouillon， 1985参照)

Tu宝ropsidiumroseum (A. Agassiz and Mayer， 1899) クロメクラゲ

[ Tiaro，ρsi's rosea Maas， 1905; Tiaro.ρsidium roseum (Maas， 1905)J (山田， 1984; Hirohito， 

1995参照)

ポリプ

Aglaoρhenia whiteleggei Bale， 1888 シロガヤ

AmPhi'sbetiaルrcata(Trask， 1857) ヒメウミカピ

Aηtennella secundaria (Gmelin， 1791) ヒゲガヤ

Clytia delicatula (Thornely， 1900) ヒメウミコップ

C. lineari's (Thornely， 1900) エダウミコップ

Cyclonia (?) sp 

Dynamena cri'sioides Lamouroux， 1824 チガイウミスギ

Eugymnanthea japonica Kubota， 1979 カイヤドリヒドラクラゲ

[Eugymnanthea inquilina j，ゅonicaKubota， 1979J (宿主:チレニアイガイ，マガキ，ニ

セマガキ，カリガネエガイ，アズマニシキガイ，ムラサキインコガイ)(Kubota， 1987， 1991， 

1993a参照)

Halecium crinis Stechow， 1913 オキノセホソガヤ

H. sp. ホソガヤ属の一種

Hebella sp. コップガヤ属の一種(宿主:チガイウミスギ)

Obel勿 bi，αI.SρidataClarke， 1875 フタエキザミ

[Gonothyraea bicuψiぬta(Clarke， 1875)J 

O. dichotoma (Linnaeus， 1758) ヤセオベリア

O. geniculata (Linnaeus， 1758) エダフトオペリア

Serturalella sagam仇aStechow， 1921 サガミウミシパ

S. sinensis Jaderholm， 1896 スズウミシパ
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S. sp. ウミシパ属の一種

SymPlectoscyphus tricuspidat凶 (Alder，1856) トゲウミシパ

Synthecium elegans Allman， 1872 ツツウミシパ

[5. campylocarpum Allman， 1888] 

上記のように，田辺湾周辺海域から軟水母

自のクラゲとして 10属 11種が，またポリプ

として 13属 19種が記録されている。両者を

あわせると，少なくとも 21属 28種が記録さ

れていることになる。なお，本目のもので瀬

戸(白浜)付近が模式産地となっている種はな

し ~o

上記のクラゲの中には，生殖体を形成した

ポリプが世界のどこからもまだ発見されてい

ないものがある(例:マキヒゲクラゲ)。ただ

し，どの種もポリプがまったく不明なものは

ない。

一方，ポリプのリストに示したように，カ

イヤドリヒドラクラゲとコップガヤ属の一種

は，特定の宿主上にみられる共生種で，両者

ともクラゲ世代をもっ。前者については，白

浜産のもので生活史がよくわかっている

(Kubota， 1991， 1992b， 1993b， 1994， 1996など

を参照)が，後者では成熟クラゲを実験室で

得るのが困難なままである。ただし，その成

熟クラゲはプランクトンサンプルから既に発

見され，記載済みの可能性もある。

ポリプのリストに挙げたヒメウミコップ，

エダウミコップ，ヤセオベリア，フタエキザ

ミ，エダフトオベリアの 5種はウミサカズキ

ガヤ科に属し， 5種ともクラゲ世代をもつが，

その成熟したクラゲの形態は不明のままであ

る。クラゲのリストにオベリア属の 2種が区

別されており，将来，両世代の対応をつけね

ばならない。
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